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 〈作品〉 Future or Past, Resonance, Upright, Hollow Sky, Still, Cycle, 
Ghost Leg 
 〈演奏〉  
   
論文等審査委員   
（主査） 東京藝術大学 教授 （美術学部） 藤原 信幸 
（論文第１副査） 長岡造形大学 准教授 （） 小松 佳代子 
（作品第１副査） 東京藝術大学 教授 （美術学部） 豊福 誠 
（副査） 東京藝術大学 准教授 （美術学部） 三上 亮 
（副査）   （）  
（副査）   （）  
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げた技法により制作した繊細な構造物の二つのグループである。   
 壁面作品「Future or Past」は、フュージングにより制作した暖かなオレンジ色のグラデショーンがガラ
スの持つ発色と透過光の効果をうまく使った作品。申請者の初期からの技法を用いた作品であるが、平面的
展開でありながら見る位置によって深みの感じられる空間を生み出し、新たな表現に展開した。「 Still」・
「Ghost Leg」・「Cycle」は、ファイバーペーパー鋳型鋳造技法を用いて成形した申請者の独自な世界、新
しい技法の開発に至っていると評価できる。 
 本審査会は、申請者の制作研究を通して獲得した新たな表現法による独自の造形の発見、及び制作と並行
して行われた論文執筆による自らの芸術活動と、ガラス造形による教育活動を通して得た知見と検証を通し
て、「ガラスを使って創作する」という自らの問いかけに対する答えを見出すに至ったことを評価した。  
 
 
